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第 3 学年 数学科 学習指導案 
 

日 時 平成２３年１１月１日（火）５校時 

学 級 ３年Ａ組（男子８名、女子14名、計22名） 

指導者 教 諭  髙 橋  一 孝 

 

1．単元名「相似な図形」 

 

2． 単元について 

(1) 生徒の実態 

素直で明るく、どんな課題に対しても最初からあきらめず積極的に取り組もうとする生徒が多い。

１学期に実施した意識調査の結果を見ると、すべての項目において８０％以上が「よくしている」

「どちらかというとしている」と回答していることからも数学の学習に対して高い意識を持ってい

ると考えられる。しかし実際には問題をしっかりと読むことが苦手で、問題から要素や関連性を的

確にとらえる力は弱く、他の人の考えや意見を聞いて自分と比較しながら更に深めようという意識

が弱いように感じられる。 

昨年度の「合同な図形」の学習においても意欲的に取り組む姿が多く見られたので、本単元「相

似な図形」にも抵抗感が少なく学習できるものと考えられる。準備テストの結果をみると、簡単な

比の計算や三角形の合同条件なども、おおむね定着しているものと考える。しかし直角三角形の合

同条件や平行四辺形になるための条件については正確に記憶できていな部分もあるので授業の中

においても随時取り上げながら進めていきたい。 

※準備テスト（東京書籍数学指導書）から 

問  題 正答 備  考 

１ 

① 9：3 95％  

② 12：18 95％  

③ 1.5：2 57％ 無答が多い、6:8 の誤答 

④ 1／2：2／3 62％ 無答が多い 

２ 
① 2：3＝6：□ 95％  

② □：35＝5：7 81％  

３ 

合同な図形を

記号≡を使っ

て表す 

△ＡＢＣ≡△ＲＱＰ 81％ 

対応する順で解答していない △ＤＥＦ≡△ＯＭＮ 76％ 

△ＧＨＪ≡△ＬＪＫ 71％ 

４ 
△ＡＢＥ≡△ＤＣＥ 90％  

合同条件 43％ 平行の記号を読み違えている 

※三角形の合同条件・平行四辺形になるための条件の正答数 

項  目 ＼ 正確に書けた数 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

三角形の合同条件   ６２％ １０％ １９％ １０％ 

直角三角形の合同条件    ３８％ １０％ ５２％ 

平行四辺形になるための条件 ５％ ０％ １０％ １４％ １０％ ６２％ 
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(2）教材について 

中学校の「図形」領域において、生徒は初めて論証の学習に触れることになる。生徒は第 1 学年

において、平面図形や空間図形について観察、操作や実験を通して、図形に対する直観的な見方や

考え方を深めるとともに、論理的に考察する基礎を培ってきている。また、第 2 学年において、基

本的な平面図形の性質について、観察、操作や実験を通して理解を深めるとともに、図形の性質の

考察における数学的な推論の意義と方法を理解し、推論の過程を的確に表現する能力を養ってきて

いる。そして、第 3 学年において、図形の相似や三平方の定理について、観察、操作や実験を通し

て理解し、それらを図形の性質の考察や計量に用いる能力を伸ばすとともに、図形について見通し

をもって論理的に考察し表現する能力を伸ばすことをねらいとしている。 

本単元「相似な図形」は、今まで学習した内容をもとに、さまざまな図形の性質について推論し、

論理的に考察する能力を伸ばすために適切な題材と考える。生徒は、これまで学習した三角形の合

同条件と対比させながら三角形の相似条件を学習するとともに、拡大、縮小についての学習を通し

て、身の回りにある相似な図形に関心を抱くことになる。また、様々な図形に対して、相似な図形

や平行線と比の性質を活用しながら図形を論理的に考察することができるようになる。 

 

(3) 指導に当たって 

   本単元は３学年における最初の図形領域になる。図形の学習には、関心が高い生徒が多いため、

既習の内容をもとに関心がもてるような導入の方法を工夫し、意欲的に学習できる授業を心がけて

いきたいと考える。 

本時は提示された図形から読み取れることを出し合い、新たに見いだされる結果についてまとめ

ていきたい。全体で「中点連結定理」について確認し、定理を利用した発展的な問題に取り組んで

いく。生徒の発言を大切にして授業を進めていきたい。 

＜本単元における言語活動＞ 

  ・説明の場を設けて、問題の中でわかっていることや、これから明らかにしなければならないこと

を整理する。 

  ・証明の方針としてまとめるために、整理したことの間のつながりを考える。 

  ・証明としての形式的な表現等にとらわれず、日常言語に近い形で確認する。 

・証明の方針をもとに、証明をまとめる。 

 

 

３．単元の目標 

(1) 図形の拡大・縮小の意味や相似な図形の性質に関心をもち，積極的に図形の考察に活用しよう

とする。（数学への関心・意欲・態度） 

(2) 三角形の相似条件を見出し，その三角形の相似条件を利用して，図形の性質を考察し，それを

証明することができる。（数学的な見方や考え方） 

(3) 相似な図形の性質を用いて，対応する辺の長さや角の大きさ，間接的に距離や高さなどを求め

ることができる。（数学的な技能） 

(4) 相似な図形の意味や性質，三角形の相似条件，平行線と比の性質，中点連結定理について理解

する。（数量や図形などについての知識・理解） 
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４．単元の評価規準 

 

 

５．単元の指導計画と評価計画（全１９時間） 

 学 習 活 動 時数 

第一次 図形の相似の意味や三角形の相似条件を理解し、相似な図形の性質を見いだす。 ８ 

第二次 平行線と線分の比の性質を、平行線の性質や三角形の相似条件を用いて証明する。 ６ 

第三次 相似な図形の相似比と面積比及び体積比とそれらの関係について考える。 ３ 

第四次 相似な図形の性質を用い、日常生活の事象や図形の性質などを考える。 ２ 

 ・第二次の評価計画 

時

数 
学習活動 

数学への関

心・意欲・態度 

数学的な見方

や考え方 
数学的な技能 

数量や図形な

どについての

知識・理解 

評価方法 

９ 

・ 

10 

・ 

11 

本

時 

・ノートの罫線を等分する

方法について考える。 

・三角形と比の性質と，そ

れを利用して辺の長さ

を求める。 

・中点連結定理を理解し，

それを利用して図形の

性質を証明する 

平行線と線分

の比について

の性質に関心

をもち，平行

線の性質や三

角形の相似条

件を用いて証

明しようとし

ている。 

 

平行線と線分

の比について

の性質を，平

行線の性質や

三角形の相似

条件を用いて

証明すること

ができる。 

平行線と線分

の比について

の性質を記号

を用いて表し

たり，その意

味を読み取っ

たりすること

ができる。 

平行線と線分

の比について

の性質や中点

連結定理を理

解している。 

観察 

ワークシート 

 

12 

・ 

13 

・平行線と比の性質を知る 

・平行線と比の性質を利用

して線分の長さを求め

たり，線分を等分したり

する 

・平行線と比の性質を利用

して図形の性質を証明

すること 

平行線と線分

の比について

の性質を用い

て，線分の長

さなどを求め

ることができ

る。 

14 基本の問題 

 数学への 
関心・意欲・態度 

数学的な見方や考え方 数学的な技能 
数量や図形など 

についての知識・理解 

評 

価 

規 

準 

 
ア 様々な事象を相似

な図形の性質など
でとらえたり，平面
図形の基本的な性
質や関係を見いだ
したりするなど，数
学的に考え表現す
ることに関心をも
ち，意欲的に数学を
問題の解決に活用
して考えたり，判断
したりしようとし
ている。 

 
イ 相似な図形の性質

などについての基
礎的・基本的な知識
及び技能を活用し
ながら，事象に潜む
関係や法則を見い
だしたり，数学的な
推論の方法を用い
て論理的に考察し
表現したり，その過
程を振り返って考
えを深めたりする
など，数学的な見方
や考え方を身に付
けている。 

 

 
ウ 相似な図形の性質，

三角形の相似条件
などを，数学の用語
や記号を用いて簡
潔に表現したりす
るなど，技能を身に
付けている。 

 
エ 相似の意味，三角形

の相似条件，平行線
と線分の比につい
ての性質，相似比と
面積比及び体積比
の関係の意味など
を理解し，知識を身
に付けている。 
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６．本時の指導（11／19） 

 （1）目 標 

       ・提示された図形から中点連結定理を導き出し活用できる。 

 （2）展開 

   

 
学習活動 

学習内容 
 

指導上の留意点 
◇ 評 価 

導 
入 
 

10 
分 

1 提示された図形からわかるこ
とを出し合う。 

 
 
 
 
 
 
 
2 本時の学習課題を確認する。 
 

 
 
 
 
 

・気付いた事を自由に出させる。
（考えていく中で、Ｍ・Ｎが 
中点という条件を追加する） 

・２つの相似な三角形に着目させ
て、分かることを出し合う。 

・相似であることを確かめるため
の方法について確認（必要に応
じて相似条件を確認） 

展 
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
    
 
 
 
35 
分 

 
3 課題の解決 
・図を用いて課題を把握する。 
・各自が提示された図形からわ
かることをまとめる。 

 
 
 
 
 
 
4 中点連結定理についてまとめ
る 
 
 
 
 
 
 
 
5定着問題に取り組む。 
 
 
 
6発展問題に取り組む。 
 
 
 
 
中点連結定理を利用して平行四
辺形であることを証明する。 

 
 
 
 
 
 
①わかったことを話す 
②根拠となることを説
明する 

③式を用いて表す 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
◇できるだけ多くのことを見つけ
ようとしているか 

◇意欲的に発言をしようとしてい
るか 

◇数学的用語を使って説明できて
いるか 

◇他の説明をしっかりと聞くこと
ができているか 

 
 
 
 
 
 
 
・中点連結定理と相似条件を的確
に利用できるようにさせたい 

 
 
・補助線の引き方に気づかせる。 
・平行四辺形になるための条件も
確認する 

・中点連結定理を的確に利用でき
たか 

終 
末 
5 
分 

8 本時のまとめ 
・中点連結定理について確認す
る。 

9 学習を振り返り自己評価をす
る。 

 
 

 
 
・次回の予告、家庭学習を与える。 

提示された図形からわかることをまとめ活用してみる 

四角形ＡＢＣＤの辺ＡＢ，ＢＣ，ＣＤ，ＤＡの中点をそれ
ぞれＥ，Ｆ，Ｇ，Ｈとするとき，四角形ＥＦＧＨはどんな
四角形になりますか。 

 

△ＤＥＦ∽△ＡＢＣとなることを証明しなさい。 

 

言語活動 

右の図からわかること

をいいなさい 

わかったことについ

て発表する 

 
△ＡＢＣの 2 辺ＡＢ、ＡＣの中点をそれぞれ

M、N とすると、次の関係が成り立つ 

   M N kBC    MNx
1
2
BC  
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５ 三角形の合同条件を書きなさい。 
 

 

 

 
６ 直角三角形の合同条件を書きなさい。 

 

 

 
７ 平行四辺形になるための条件を書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


